
Here We Go! 3／関係代名詞（定着コミュニケーション活

動）

ヒント工場の人物あてクイズ Class＿＿＿ No.＿＿＿ Name＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

🎯 ゴール 答えの人物・ものを、関係代名詞のヒント3つで説明して当てさせる。

使う形
This is a person who 〜. It is a thing which [that] 〜.

Is it 〜? — That's right!

やり方 ペアで。自分のカードだけを見て、英語で聞き合う

1 You each have three answers to explain.

自分のカードの「答え」3つを、順番に出題する

2 Give hints with who / which. Three hints max!

who / which のヒント文を1つずつ出す（最大3ヒント・答えの単語は言わない）

3 Guess after each hint. Fewer hints, more points!

聞く側はヒントごとに推理。少ないヒントで当てるほど高得点（1ヒント3点/2ヒント2点/3ヒント1点）

✂ ここで半分に折る（AさんはAカード、BさんはBカードだけを見る）

Aカード（Aの出題カード） 相手に見せない！

① 医者（a doctor）　ヒント例: a person who helps sick people ／ who works at a hospital ／ who wears

white clothes

② 冷蔵庫（a fridge）　a thing which keeps food cold ／ which is in the kitchen ／ which you open every

day

③ サンタクロース　a person who comes in December ／ who wears red ／ who gives presents

Bカード（Bの出題カード） 相手に見せない！

① 消防士（a firefighter）　ヒント例: a person who fights fires ／ who drives a red truck ／ who is very brave

② かさ（an umbrella）　a thing which you use on rainy days ／ which keeps you dry ／ which you often

lose

③ ドラえもん　a character that has a pocket ／ that helps a boy ／ that loves dorayaki

ふりかえり　 who（人）と which / that（もの）を使い分けられた

ヒントの動詞が三単現になっていた（a person who helps）

自作ヒントで1問出題できた（発展）

先生へ（この活動のねらいと運用）

関係代名詞（主格）を、クイズのヒントという「説明の必然」の中で量産する。ヒント例が印字されているので、まず読む→次に自分の

言葉で言い換える→最後に自作問題、と負荷が階段になる。得点制（早当てほど高得点）が、1ヒント目から「情報量の多い節」を作

る動機になる。

英語教材ラボ　https://eigo-kyozai-lab.vercel.app 学校・授業での利用は自由です（再配布・販売はご遠慮ください）


